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.

I凍

南

ア

ジ

，
：
ア

近

代

化

:©
起

漁
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■
'
柬

南

ア

ジ

K

諸
国
の
多
く
は
' 
狹
立
後
.̂
'
で
に
十
、へ
 

数
铝
、
そ
の
経
済
開
.発
に
着
手
し
て
か
ら
も
f
牢
余 

灰
経
過
し
て
き
た
。
し
か
し
全
双
め
に
見
-t
、
独
立 

後

の

経

塞

展

は

、
自
砠
の
_

に
反
し
て
、
へ
へ
か
な
へ 

■0

.停
^
.的
上
\
ぅ
感
..を

^ -

れ
な
V
 

..
>そ
.の
原
因
^
関
.
. 

し
：て
，
客
観
的
な
経
済
条
件
と
し
て
、
ょ
く
资
木
. 

技
術
の
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
も
琪
臾
で
は
あ 

ざ
が
.
.い
っ
そ
ぅ
根
本
的
な
耍
因
と
し
て
、
伝
統
的
：
 

な
社
会
構
造
：デ
文
化
的
®
盤
'*
'
.さ』

に
.は
敗
軚
な
政 

治
的
条
件
に
着
目
し
な
く
.て
は
な
ら
.な
い
。
/, 

.戦
後
の
い
：わ
ゆ
る
後
進
国
開
.発
理
論
が
、

」

公
式
的
て 

な
所
得
計
算
を
銮
準
と
す
る
純
粋
経
済
学
的
ア
ズ
ロ
'' 

~
子
に
.満
足
せ
ず
し
て
、、
現
地
め
社
会
上
、
：文
化
上
''
:
'
:
: 

の
実
態
調
雍
に
比
逭
を
加
え
つ
つ
あ
る
こ
と
も
、
上 

述
の
：必
悪
性
に
沿
ぅ
も
の
で
あ
る
。\

 

:

.

.

’

こ
の
、意̂

で
，
本
書
は
；著
者
办
ギ
ま
の
植
民
地
研

,:
;
 

洗
を
雄
祓
と
し
て
、-:
副
題
；の.
示
す
如
く「

束
南
ア
ジ
.

ア
近
代
化
の
起
点」

を
探
究
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
 

;

「

ア
ジ
ア
の
民
族
主
.義
と
経
済
発
展
'«
_
の
関
連
を
究
明 

し
た
浩
瀚
な
内
容
を
も
つ
力
作
で
あ
る
と
い
え
る
。
.

.

+
わ̂
ち
著
者
は
：-1
東
南
ヴ
ジ
ナ
諸
国
の
.ナ
シ
ョ
ぺ 

ナ
リ
ズ
ム
の
本
質
規
矩
と
、
そ
れ
と
の
関
連
に
お
け 

:

.

る
経
满
発
展
：の
：基
本
問
題
点
を
明
ら
が
,

に
.

し
、\
ア
ジ 

ア
の
政
治
的
•

経
済
的
•

文
化
的
近
代
化
の
.

方
向
、

態
様
、
規
模
、速
度
に
関
す
る
間
題
所
在
を
つ
か
み
、. 

.'

も
.？
て
後
進
国
発
展
の
趣
論
構
成
と
政
策
設
定
に
あ 

:
た

0
て

0
考
察
の
':座
標
を
示
唆
し
；よ
.

ATV

と
試
み」

,: 

，
そ

の

場

合

ア̂
ジ
ア
の
ナ
シ
/ョ
ナ
ー
リ
尤
ズ
の
本
質
規 

定
を
、

コ
ロ
ニ
ア
ル
•
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

'A
の
性
格
に

.
求
め
ぺ
ま
.た

-7
ジ
：ア
へ
経
済
の
特
質
と
構
卷
を
、J

植
：
 

民
M,
-
的』

，
後

進

性

に

.'.お

V

て
と
ら
え
よ
う」

.
と
し
て 

い
る
。
.

(

序
文)

'

第
；一.編

；
「

プ
ジ
ア
め
民
族
主
義

」

、

」

r

l

S -「

T;
:

:: 

•■
:

ジ
ア
'
経
済
の
楽
展
理
論

」

，
.

第
三
編
' >

K

ジ
ア
の
近

-： 

代

化

と
. ^

教J
:

0 ,
.

三
編
九
章
か
ら
な
る#

書
の
構
_

:

 

を
通
じ
て
、

述
，の
著
者
の
意
図
が
充
分

i

果
さ
れ： 

て
い
务
か
否
か
ギ
：
こ
こ
.

で

詳

楚

論

及

し

ー

て

：い

る 

,'

紙
幅
を
遣
：憾.な
が
ら
有
し
な
い
。
し

か

し

雪

な

文
ハ 

献
渉
猢
と
緻
痛
な
謐
理
の.展
開
に
1

:

た
が
：う
本
書.
の
.：：
 

内
容
は
、既
述
の
視
角
が
ら
の
研
究
書
と
し
て
、
ー
ヾ
頭
へ 

地
を
抜
く
の
み
な
ら
ず
、：
お
よ
そ
ア
ジ
ア
研
究
を
志 

.

す
者
に
.
と
っ
て
多
く
の
有
益
だ
指
標
'
を
与
え
う
る
。
：へ"

.た
だ
後
進
国
開
発
理
論
の
志
佝
と
し
て
著
者
が
提I
ロ
'

'

A

0(

六
九
八)

.

し
て
い
る「

社
会
学
的
ア
ブ
ロ
ー
チ
と
経
済
学
他
ァ 

プ
.
.ロ
ー
チ
を
止
揚
し
た
形
.で
の
国
際
関
係
学(inter- 

national relations)' (

的
ァ
■プ
、ロ
.丨
チ」

(

第
一
'一：編

、補 

論
>
\へ
.の
展
開
：に
つ
い
.，で
は
、
そ
れ
が
著
者
自
身
に
. 

と
っ
.て
も
、
今
後
の
主
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
指 

摘
し
て
お
き
た
い

0
'
:

(

東
洋
経
済
新
報
社
.
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-

.

「

.，■

- 

■
-

ヾ
，資
本
生
義
の
経
済
学
は
ー

.
1〇
〇
年
、
経
営
学
は
■五 

’〇
年
.の
歴
史
，を
：持
つ
の
に
社
会
主
義
経
済
学
の
歴
史 

は
対
象
そ
の
も
の
の
成
立
の
時
点
か
ら
し
て
も
極
め 

て
浅
い
。
最
初
の
社
会
主
義
経
済
を
確
立
し
た
ソ
ビ 

エ
ト
に
し
て
も
国
民
経
済
の
再
生
産
構
造
に
社
会
主 

.義
的
経
掩
法
則
が
完
全
に
安
配
す
る
よ
ぅ
に
な
っ
た 

の
は
一
九
三
五
年
頃
で
あ
ろ
ぅ
し
.

中
国
に
お
い
て
：
 

は

「

社
会
主
義
経
済
建
設
期」

が

，.一
九
五
八
年(「

偉 

大
的
十
年」

)

と
称
せ
p>
れ
て
い
る
わ
げ
で
、

こ

れ 

-.
e>
社
会
主
義
経
済
を
貰
ぬ
く
諸
法
則
が
油
象
化
さ 

れ
、
体
系
化
さ
れ
て「

経
済
学」

:'
-;乃
罜
経
済
理
論
体 

系
を
形
成
し
終
え
：る
に
は
未
だ
時
が
必
要
で
あ
ろ 

ぅ
。
:
し
か
し
勿
論
努
カ
は
な
さ
れ
綠
け
て
い
る
。
我 

が
®
に
お
い
て
も
ソ
ビ
.エ：ト
ゃ
中
国
の
学
界
で
行
ゎ

れ
て
い
る
諸
論
争
の
紹
介
、
又
そ
れ
ぞ
れ
独
自
的
な 

見
解
を
も
つ
す
ぐ
.れ
た
論
文
が
，い
く

.

つ
も
発
表
さ
れ 

て
い
る
が
'、
常
に
一
方
の
.論
争
渚
で
あ
り
、■
吏
に
一 

つ
の
体
系
と
し
て
す
ぐ
れ
て
理
論
的
に
諸
論
成
を
追 

求
さ
れ
て
来
た
副
島
氏
が
：、
.さ
き

の「

社
会
主
義
経 

済
学」

.
に
つ

づ

い

て
従
来
の
定
説
批
判
を
目
的
と
し 

た
本
書
を
公
け
に
せ
ら
れ
た
の
は
、
社
会
主
義
経
済 

の
様
々
な
諸
現
象
の
森
の
中
で
と
ま
ど
い
が
ち
な
研 

究
港
、学
生
に 
'と
っ
て
本
当
に
有
難
い
こ
と
で
あ
る

。

本
書
は
社
会
主
義
経
済
学
の
方
法
、
社
会
主
義
社 

.
会
の
過
渡
的
性
格
に
つ
い
て
，
社
会
主
義
経
済
の
若 

干
の
特
質
に
つ
い
て
、

一：：

般
的
経
済
法
則
と
特
殊
的 

経
済
法
則
、
中
国
に
お
け
る
資
本
主
義
の
社
会
主
義 

的
改
造
の
諸
問
題
、.
社
会
主
義
建
設
に
お
け
る
ー
㈣
. 

.性
と
特
殊
性
、社
会
主
義
所
有
の
諸
形
•態
.に
つ
い
て
、
 

社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
；生

産

物

の「

商
品
性」

、
 

社
会
主
義
と
商n

g

生
産
、
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る 

地
代
0
問
題
、
の
十
章
と
ソ
ヴ
上
ト
農
業
の
当
面
す
，
 

る
諸
課
題
の
付
論
に
：わ
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
経 

済
学
の
対
象
と
方
法
に
つ
い
て
の
広
義
の
経
済
学
と 

の
-関
速
で
の
ソ
ビH

ト

『

経
済
学
教
科
書』

の
著
者 

た
ち
の
諸
見
解
の
：批

判

，
自
M -
の
展
開
か
ら
始
ま
っ 

て
諸
章
は
副
題
に
示
さ
れ
る
ょ
ぅ
に
従
来
の
、
.こ
と 

に
:^
経
済
学
教
科
書』

；に
集
大
说
さ
れ
た
ソ
ビ
エ
ト 

学

界

の

"
成
果
〃
に
対
す
る
批
判
的
立
場
に
ょ
る
'論

.

.

点
の
再
確
認
、.
，古

典

的

理

解

か

ら0苒
検

討

、
.現

実

一

新

刊

紹
.

介
.
'

の
諸
現
象
と
，の
関
連
に
ょ
る
法
則
性
の
検
証
に
ょ
.っ 

.

て
質
が
れ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
色
.で
あ
る
。

逭
要
な
菡
本
的
問
題
を
め
ぐ
り
係
争
点
が
極
め
て 

多

く

こ

こ

で

取

上

げ

る

こ

と

は

出

来

，
な

；
い

が

.
、

社

会
 

主
義
経
済
に
関
心
を
持
つ
者
の
必
読
の
書
で
あ
ろ 

ぅ
。
殊
に
社
会
主
義
経
済
.に
お
け
る
価
.値

法

則

，
と

商

'
.
： 

品
生
産
を
め
ぐ
る
論
.争
に
お
い
て

"現
地
の
権
威
"
.

,に
く
み
せ

ず

、

自
説
を
展
開
さ
れ
た
著
者
の
学
者
的 

ir
r
は
説
の
'如
何
を
.問
わ
ず
感
.銘
を
与
え
ず
に
'は
お 

か
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。

.

(

青
木
書
店
•
一
 

九

六

―-年
一
'

ニ
月
刊
• 

A

5 

• 

r

一
三
九
頁
.
.七
五
◦
円)

'.
_

.
~

平

野

絢

子—

権
利
意
識
の
低
い
日
本
に
.：お
い
.て
、
特
に
改
憲
ム
. 

丨
ド
が
か
き
立
て
ら
れ
、
権
力
者
に
ょ
る
人
権
じ
ゅ 

ぅ
■り
ん
の
事
実
が
.■極

め
.て
多
い
昨
今
、.
'//
人
権
"
：
.の
1
: 

意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
.と
.は
非
常
に
重
要
で
あ
. 

る
。
本
書
は
先
ず
高
桑
純
夫
氏
が
-'
;
:今
日
の
人
権
9
 

危
機
を
黒
人
問
題
、
官
僚
制
、
.テ
ク
ノ 

ロ
ジ
ー
、
0 

.
済
体
制
に
ょ
る
A
ti
の
空
疎
化
な
ど
.に
見
出
^
し
、
 

戒
能
通
孝
.氏
が
.人
権
；の
歴
史
を
、
'
:東
洋
と
西
洋
の
比
.
'

.較
、

マ
ダナ

.
カル

タ
、
清
教
徒
革
命
を
通
じ
て
明
一
，
'

ら
か
：に
し
、
日
本
の
自
由
民
権
運
動
に
及
ぶ
*

つ
い 

で
小
松
茂
夫
氏
が
'各

種

，
の

人

権

宣

言

を

歴

史

的

に

概
 

観
し
.'.
'
.
,

「

\
-ギ
；.リ
：ろ
人
の
権
利」

は
独
立
革
命
を
経 

て

-̂
入
間
の
権
利
”

へ
転
化
し
た
こ
と
、

「

ヴ
ァ
ー 

ジ

ー

一

ア

憲

法

」

は
：
近

代

憲

法

め

.
原

型

で

あ

る

こ

と

な
 

〔

、•'
■
ど
を
説
ぎ
^
再
び
高
桑
氏
が
、
人
権
と
近
代
ヒ
ユ
I 

•.
T
f
ix;
,ム
の
関
連
を
、

.，自
然
主
義
、
，
個
体
主
義
、
合 

.

理
主
義
の
中
に
探
り
、
人
権
，の
源
流
を
契
約
と
自
然 

.法
の
.ニ
.つ
.に

求

め

て

、

人

権

の

空

陳

化

と

.戦

ぅ

こ

と
 

の
で
ぎ
る
乂
権
観
念
は
ノ
生
具
的
人
権
観
念
で
は
な 

く

.
契
約
を
基
礎
と
し
た
人
権I

S

念
だ
け
だ
と
主
張 

す
る
。
そ
し
て
松
本
正
夫
氏
、.
松
田
智
雄
氏
、
小
田 

朝
秀
雄
氏
、
、
荒
正
人
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
力
.ト
リ
シ
ズ 

:

ム
か
ら
み
太
人
権
、
ブ
ロ
テ
ス
タ\

チ
ズ
.ム
か
ら
み 

.た
人
権
、:

文
学
の
：中
.の
人
権
、
.
幸
徳
事
件
を
め
ぐ
る 

文
学
者
と
人
権
に
つ
い
て
の
論
文
を
寄
せ
て
い
る
。

.
':
以
上
.の
ょ
ぅ
に
、
人
権
思
想
を
め
ぐ
る
本
書
の
構 

成
.は
多
角
的
で
あ
り
、ン
人
権
の
意
味
を
考
え
る
場
合 

の
有
益
な
:^
弓
書
と
.な
っ
.
.て
.い

る

。
：
だ

が

，
悠

を

い

え
 

•

ば
、
：
こ
.れ
だ
け
で
は
ま
だ
重
要
.な
問
題
の
多
く
を
逸 

し
^
レ
.る
と
も
い
.；え
ょ
.ぅ
-0
.
.ブ. ル

.*

シ
，ョ
.ア
舉
命
を
.め 

ぐ

る

人

権

の

主

張

に

つ

い

，
て

は

か

.
な

り

詳

し

い

け

れ
 

.ど
も
、
自
然
法
思
想
と
の
関
連
は
読
後
も
疑
問
が
残 

.る
し
'
:自
激
在
於
そ
：'«
歴
史
的
使
命
を
終
え
た
後
の 

人

権

概

念

、
；
小

ブ

ル

：
ジ

.：ョ
ア
的
急
進
主
義
や
労
働
連
.
. 

動

の

中

で

：
把

え

ら

：
れ

•$
人
権
の
主
張
、
あ
る
い
は
社

八

--
*

(

六
九
九)

高
桑
純
夫
編

『

人

権
o '

思

：
想』


